








れを持つ感覚フィードバックの代わりとして利用される（Blackmore, Goodbody, & Wolpert, 
1998b; Wolpert, et al., 1995）。そのため，順モデルは，ある程度の速さと正確さで身体を制御す
る上では不可欠であり，運動スキルの上達は順モデルの獲得と言い換えることもできる。
　小脳，頭頂葉，大脳基底核はいずれも感覚運動制御あるいは順モデルの所在として重要な役割


















すると，失調や運動学習の障害が生じる（Berardelli, Hallett, Rothwell, Agostino, Manfredi, 
Thompson, & Marsden, 1996; 今水他，2000; Ito, 1984）。頭頂葉を損傷すると，感覚障害や失行，
失書などが生じる（Bassetti, Hallett, Rothwell, Agostino, Manfredi, Thompson, & Marsden, 
1993; Pause, Kunesch, Binkofski, & Freund, 1989; Poizner, Mack, Verfaellie, Rothi, & Heilman, 
1990; 山鳥，1985）。大脳基底核の病変では，パーキンソン症状とともに運動開始の遅延や運動の
オンラインでの修正障害が生じる（Benecke, Rothwell, Dick, Day, & Marsden, 1987; Flash, 
Inzelberg, Schechtman, & Korczyn, 1992; Harrington & Haaland, 1991）。さらに，このような神
経心理学的な臨床症状研究に加え，イメージング研究や神経生理学的研究もこれらの脳部位が運
動の順モデルを構成するネットワークにおいて非常に重要な部位であることを示唆している
（Blackmore & Sirigu, 2003; Blackmore, et al., 1998a; Diedrichsen, Hashambhoy, Rane, & Shad-




（Quality of life）の向上には感覚運動機能の向上が欠かせない（Carey, Matyas, & Oke, 1993; 
Dukelow, Herter, Moore, Demers, Glasgow, Bagg, Norman, & Scott, 2010）。第二に，神経心理
学における感覚運動機能の脳部位縦断的，および定量的な比較報告が乏しい（Cary, Oke, & 
Matyas, 1996; Dukelow, et al., 2010; 板口・吉澤・内山・村西・福澤，印刷中）。第三に，ロボッ
トアームなどを用いた運動機能のリハビリテーションの有効性は多く報告されているものの，患
者個人でできる簡易的なリハビリテーションに関する報告は少ない（Krebs, Volpe, Williams, 
Celestino, Charles, Lynch, & Hogan, 2007; Volpe, Lynch, Rykman-Berland, Ferraro, Galgano, 






　Loading task とは，順モデルの障害を検出できると考えられている課題である（Diedrichsen, 





























健常者 7 74.2 12.2
AD 4 79.8 6.2
PD２ 4 76.0 20.4
PD３ 8 48.3 5.3
頭頂葉損傷例 1 62
小脳損傷例 1 74




±12.2歳）を被験対象とした（Table１）。PD 患者は，その重症度を表す H & Y 尺度において，
ステージⅡが４名（PD２；76.0±10.4歳），ステージⅢが８名（PD３；78.3±5.3歳）であった。

















































































条件の方が左手で約150cm/s2，右手で約130sm/s2大きかった（t（29）＝13.15, p < .001; t（11）＝6.51, 
p < .001）。また，移動時間に関しては，左手における他動条件の方が能動条件よりも約0.2秒短





左手 右手 左手 右手
健常 282.3 ± 59.2 1.58 ± 0.20
AD 183.8 ± 45.5 118.6 ± 53.6 1.61 ± 0.15 1.48 ± 0.07
PD２ 189.0 ± 47.6 238.4 1.55 ± 0.12 1.38
PD３ 179.8 ± 49.0 202.3 ± 85.6 1.49 ± 0.18 1.40 ± 0.16
頭頂葉 165.7 167.1 1.38 1.46
小脳 152.4 202.5 1.47 1.44
脊髄小脳変性症 239.7 ± 50.9 141.1 ± 8.1 1.65 ± 0.13 1.55 ± 0.06
199.0 ± 45.8 178.3 ± 44.4 1.53 ± 0.09 1.45 ± 0.06
能動条件
健常 25.4 ± 10.2 1.89 ± 0.24
AD 38.1 ± 4.9 25.3 ± 13.0 1.69 ± 0.39 1.65 ± 0.31
PD２ 38.3 ± 22.3 32.1 2.22 ± 0.41 1.25
PD３ 50.0 ± 30.1 56.3 ± 30.5 1.60 ± 0.46 1.34 ± 0.37
頭頂葉 46.3 40.3 1.19 ± 1.57
小脳 72.7 60.1 1.34 ± 1.28
脊髄小脳変性症 37.4 ± 27.7 42.4 ± 5.1 2.09 ± 0.94 1.42 ± 0.32

















損傷患者のみが健常群よりも有意に左手の最大加速度の値が大きかった（t（６）＝5.4, p < .001; t





















































た部位と一致した（Blackmore, et al., 1998a; Diedrichsen, et al., 2005; Eskandar & Assad, 1999; 





















































　Loading あるいは Unloading Task（１）に関して，現在までに求心性神経遮断患者および小脳損





（１）　Unloading task: Loading task とは逆に，掌におもりを載せた状態から，おもりを取り去る課題である。
Loading task と同様の機序により，能動条件と他動条件の間で，掌の位置の制御に差が現れる。
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